











In this research, evaluation of information content posted on outdoor explanation panels using Augmented Reality and evaluation of 
information provision through Augmented Reality after actually installing outdoor explanation panels and walking around were verified 
based on evaluation experiment in the form of questionnaires assuming the use of outdoor explanation panels utilizing Augmented 
Reality in interpretation for trees on university campuses. As a result, the following points became clear in the research; 1. Providing 
information that changes the image of greenery area is possible, and it is effective to actively present information on names and present 
information on personal relationships, 2. Information presentation for its own sake is necessary based on the assumption of information 
presentation, 3. Appropriate amount of information provided on a place for a walk exists and people will feel dissatisfied with much 
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Web アドレスの情報をもつ QR コードを樹木看板に記載し，
QR コードをスマートフォンといったモバイル端末で読み取






















緑地イメージでは SD法によって作成された 6尺度を 5段




















































表 2  緑地イメージにおける評価尺度と点数 































































































図 1  散策アンケート調査の行程の概要 
写真 1  看板の設置例 
大学キャンパスにおける野外解説板を用いたインタープリテーションへの活用を目的とした AR 技術の活用の検証 
33 
後第 3 回のアンケートとして 4 つの QR コードから Web 上
の樹木情報に改めてアクセスしてもらい，各情報の掲載量に
ついて評価してもらった． 













































表 4  看板及びWeb上に記載した情報の項目 
看板 Web1 Web2 Web3 Web4
カナ名称 ○ ○ ○ ○ ○
漢字名称 ○ ○ ○ ○ ○
英語名称 ○ ○ ○ ○ ○
学名 ○ ○ ○ ○ ○
分類 ○ ○ ○ ○ ○
形態 ○ ○ ○ ○
由来 ○ ○ ○ ○ ○




文字数 - 223 555 892 2,013


























表 5  緑地イメージの評価尺度を用いた 
因子分析（Promax回転後） 
全体 因子1 因子2 因子3 共通性
好ましさ 0.92 0.03 -0.12 0.887
親しみ 0.71 0.02 0.17 0.563
美しさ 0.04 0.85 0.01 0.754
多様性 -0.02 -0.45 0.03 0.212
見慣れ 0.01 -0.02 0.60 0.360
日常性 -0.02 -0.01 -0.59 0.355
寄与率 92.95 29.27 9.86
固有値 2.26 1.37 0.87









































































































そして第 3 回アンケートの結果，文字数の異なる 4 つの
Web上の樹木情報の掲載量の評価（平均値）についてみると，
文字量が多くなるほど「多過ぎる」という評価が高くなった




表 6  興味，掲載の評価尺度を用いた因子分析（Promax回転後） 
全体 因子1 因子2 因子3 共通性
学名 0.78 0.11 -0.04 0.677
漢字名称 0.72 0.02 0.04 0.572
外語名称 0.69 -0.09 0.09 0.467
分類 0.46 0.26 -0.02 0.402
分布 -0.06 0.92 0.04 0.808
特徴 0.22 0.59 -0.04 0.517
詩歌 0.05 0.01 0.70 0.524
人物 -0.02 -0.07 0.64 0.378
県の木 0.07 0.23 0.37 0.302
活用例 0.04 0.24 0.37 0.284
寄与率 90.18 16.27 10.76
固有値 4.06 1.30 0.99
全体 因子1 因子2 因子3 共通性
外語名称 0.73 0.17 -0.03 0.547
学名 0.62 0.04 0.18 0.449
漢字名称 0.61 -0.02 0.04 0.380
人物 0.13 0.73 -0.12 0.495
詩歌 0.00 0.70 -0.04 0.469
県の木 0.22 0.39 0.12 0.247
活用例 -0.33 0.39 0.46 0.566
分布 -0.02 0.12 0.67 0.518
分類 0.33 -0.15 0.56 0.442
特徴 0.14 -0.10 0.56 0.323
寄与率 64.54 39.15 19.82
固有値 2.79 1.94 1.33
興味 掲載 
表 7  掲載の評価尺度を用いた因子分析（Promax回転後） 
興味
1点 5点 切片
好ましさ 好ましくない - 好ましい 3.80 0.3717 ***
親しみ 親しみのない - 親しみのある 3.49 0.3162 **
日常性 日常的な - 非日常的な 2.34
美しさ 見苦しい - 美しい 3.77 0.2790 **
多様性 多様な - 単純な 2.95
見慣れ 見慣れない - 見慣れた 3.89
掲載
1点 5点 切片
好ましさ 好ましくない - 好ましい 3.80
親しみ 親しみのない - 親しみのある 3.48 0.4105 **
日常性 日常的な - 非日常的な 2.33
美しさ 見苦しい - 美しい 3.77
多様性 多様な - 単純な 2.96



















































































図 6  被験者が記憶していたWeb上に記載されていた 
情報の項目の数（第 2回アンケート） 
 













図 7  Web上に記載された文字数の評価 
（第 3回アンケート） 
















図 8  これまでにQRコードを活用した項目 














































的とした AR 技術の導入の検証」による成果の一部である． 
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